
那覇市役所ࠉ都市ࡳらい部ࠉ公園管理課

位 置 ᅗ ᅗ 面 目 録

令和７ᖺ度亜熱帯樹木魅力向上業務委ク

旭ヶ丘公園
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ᅗ 面 番 号
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4葉中の
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那覇市役所　都市みらい部　公園管理課

縮　尺 ᅗ面番号

工事場所

ᅗ 面 名

業 務 名

事 業 名

対象範ᅖ位置ᅗ㸦亜熱帯樹木の活用事業㸧

旭ヶ丘公園

花いっぱい運動推進事業

4葉中の1葉

S=1/500
対象範ᅖ位置ᅗ

1/500

令和７年度亜熱帯樹木魅力向上業務委託
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ࢫ

セ
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ࢶ
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ソ

亜熱帯樹木の活用事業

(緑地 1_ࢡࢵロࣈ1)

(緑地 2_ࢡࢵロࣈ1)

(並木ࢩࣖ_ࢡࢵロࣈ1)

ࢡࢵロࣈ1)
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(マࣝ広場ࣗࢪ࢞_
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ロ
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ࢡ
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ࢡ
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並
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(並木ࢩࣖ_ࢡࢵロࣈ2)

(林ࢶマ_ࢡࢵロࣈ2)

(ࢡࢵロࣈ3)

(広場_ࢡࢵロࣈ4)

(緑地帯_ࢡࢵロࣈ6)

(広場及び階段_ࢡࢵロࣈ8࣭9)

(緑地3～6_ࢡࢵロࣈ1)

(西側出入口_ࢡࢵロࣈ7)

(展望台_ࢡࢵロࣈ10࣭11)

(雑木林_ࢡࢵロࣈ12)

(広場及び階段_ࢡࢵロࣈ5࣭6)
(広場ࢩバテイࢥ_

エࣜア名名称࣭ࢡࢵロࣈ
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計2区

ࢡ

ࢩ

並木ࢠࢡࣇ_ࢡࢵロࣈ4

広場_ࢡࢵロࣈ4

㻞.㻜

㻞.㻤

㻠.㻜

㻞.㻣

㻞.㻢
㻝.㻠

㻠.㻡

㻞.㻞

㻟.㻠

㻟.㻢

㻟.㻠

対馬丸記念館

大

護

波

㻝㻜

㻝㻥.㻟

の 上 ビ ー チ

国 寺

成 殿

ハウス
ちょう ちょ

自動販売機

機械棟

シ
ャ

ワ
ー

施
設

ト イレ

管理棟

展望台

ブランコ

㻔  有　料　 駐　 車　場 㻕



S=1/500亜熱帯樹木ࡢ活用事業

1/500

௧和７ᖺ度亜熱帯樹木魅力向ୖ業務

撤去ᖹ面ᅗ

S=1/500亜熱帯樹木ࡢ活用事業
植᱂ᖹ面ᅗ

ᅗ面番号

花いࡗぱい運動推進事業事 業 名

業 務 名

工事場所

ᅗ 面 名

縮 尺

那覇市役所ࠉ都市ࡽࡳい部ࠉ公園管理課

旭ヶ丘公園
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ప木撤去 5m「
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基本剪定 。No.「重8ࢪ࢞ࠉュマࣝ)

「重8

࢞

※既存支柱。杉丸太ࠊ鉄線࣭釘等)ࡣ全࡚撤去すࠋࡿ
※撤去木ࠊ既存支柱撤去内訳5ࡣ葉中ࠕ「ࡢ撤去内訳表ࠖࡢ通ࠋࡾ

※撤去木ࡣ࡟枯死木を含ࠋࡴ

い࡞ࢀ入ࡢ㔜機ࡀࡔ困難ࡀ硬く伐採࣭撤去ࡀ材質ࡣウ࢜マࢡࣔ※

※伐採ࠊ撤去時ࡣ࡟周ᅖࡢṧ置木等を傷ࡘけ࡞いࡼう注意すࠋࡿ
※抜根後ࡣ植᱂用赤土 又ࡣ 現地発生土࡛埋ࡵ戻すこࠋ࡜

ࠋࡓ計ୖし࡛ࡳࡢ伐採ࡣ近い撤去木࡟根系ࡢ近接ṧ置木ࠉ

※ア࣮ボࣜࢫトࠊࡣ࡜樹ୖ࡛ࡢロ࣮プ高所作業ࡿࡼ࡟剪定ࠊ伐採等
ࠋ技能者。樹護士)を指すࡓ作業訓練をཷけࡿ関す࡟高木管理ࠉ

う注意ࡼい࡞けࡘタンを傷ࢡࢥࠉ

ࠋࡓ別途計ୖしࠉ
し࡜特Ṧ伐採ࡿࡼ࡟トࢫア࣮ボࣜࡣ撤去ࠊࡵࡓࡿ生え࡚い࡟場所ࠉ
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= 支柱ྲྀ外し࣭支柱材処ศ
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= 高木撤去。伐採及び抜根)

= 高木撤去。伐採ࡳࡢ)

= ప木撤去。伐採࣭抜根)

(ࡳࡢウ撤去。伐採࢜マࢡࣔ =

406407

種別 名称 規᱁

施設 エアベンチA撤去ࢡࢫ 木製
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植᱂ 高木撤去-伐採
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撤去木処ศ

撤去木処ศ

地ୖ部
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既存ప木࣭小雑木࣭実生木等

幹周重0cm～「「0cm

A。幹周「0cm未満)

B。幹周「0cm௨ୖ」0cm未満)

C。幹周」0cm௨ୖ60cm未満)

D。幹周60cm௨ୖ重0cm未満)

分。幹周重0cm௨ୖ1「0cm未満)

切。幹周1「0cm௨ୖ150未満)

a。幹周「0cm未満)

b。幹周「0cm௨ୖ」0cm未満)
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e。幹周重0cm௨ୖ1「0cm未満)
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撤去木抜根穴

ࢡ

-

-

-

-

-

10

「

-

-

-

-

10

「

-

-

-

1.815

0.546

0.1重5

-

-

1.「」

-

ࢩ

-

-

-

-

「

-

-

-

-

-

-

「

-

単఩ 備考

基

基

組 杉丸太ࠊ鉄線ࠊ釘等

図

図

図

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

m「

本本

100組当1.5ࡾ図換算

伐採ࡳࡢ

本

本

m」

m」

-

」

-

」

1.4「」

0.4「7

-

0.重6

1」 -

-

4

撤去数㔞一覧

撤去構造物。ベンチ)ࠊ撤去木ࠊ支柱撤去を示すࠋ

※撤去支柱寸法1ࡣ組当ࡾ横木ᖹ均L600*4本ࠊ支柱。地ୖ部)ᖹ均L1100*4本࡜し࡚計ୖしࠋࡓ
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フࢠࢡ ○

「重5 フࢠࢡ 7.5 0.74 「.6 D d 「」.6 0.160 0.048 0.1「8 0.0」8 ○

「重6 フࢠࢡ 7.8 0.74 」.0 D d 「」.6 0.166 0.050 0.1」」 0.040

「重重 フࢠࢡ 7.0 0.78 」.5 D d 「4.8 0.16」 0.04重 0.1」0 0.0」重

」00 フࢠࢡ 8.1 0.重6 」.「 分 e 」0.6 0.「7重 0.084 0.「「」 0.067

」01 フࢠࢡ 8.1 0.68 「.重 D d 「1.7 0.148 0.044 0.118 0.0」5

範ᅖ計 1.815 0.546

」06 ュマࣝࢪ࢞ 7.重 1.1「 重.1 分 e 」5.7 0.」68 0.110 0.「重4 0.088

」08 ュマࣝࢪ࢞ 4.「 1.05 5.」 分 e 」」.4 0.174 0.05「 0.1」重 0.04「

」15 ュマࣝࢪ࢞ 8.」 1.45 8.8 切 f 46.「 0.61」 0.184 0.4重0 0.147

」16 ュマࣝࢪ࢞ 8.「 1.「「 重.7 切 f 」8.重 0.446 0.1」4 0.」57 0.107

」「」 トウࢡョウチ࢟ナワ࢟࢜ 5.6 0.重「 」.4 分 e 「重.」 0.17重 0.054 0.14」 0.04」

範ᅖ計 1.4「」 0.4「7

「重4

「重1 フࢠࢡ 7.0 0.65 「.重 D d 「0.7 0.11重 0.0」6 0.0重5 0.0「重

「8重 フࢠࢡ 6.重 0.77 」.6 D d 「4.5 0.158 0.047 0.1「6 0.0」8

「87 フࢠࢡ 8.「 1.0」 」.1 分 e 」「.8 0.」「5 0.0重8 0.「60 0.078
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「重」 フࢠࢡ 7.」 0.87 」.「 D d 「7.7 0.「08 0.06「 0.166 0.050 ○

「80 8.0 0.7」 」.」 D d 「」.「 0.166 0.050 0.1」」 0.040

フࢠࢡ 7.「 0.70 」.1 D d 「「.」 0.1」重 0.04「 0.111 0.0」4

フ「8」ࢠࢡ

フࢠࢡ 8.1 0.8重 」.「 D d 「8.」 0.「40 0.07「 0.1重「 0.058

フࢠࢡ

「84

「85

範ᅖ 番号

樹木規᱁ 撤去種別 幹材積算出 処ศ㔞 支柱材

H C W
伐採 抜根 胸高直径 幹材積 根系材積 幹材積 根系材積 ྲྀ外し

。m) 。m) 。m) 。cm) 。m」) 。m」) 。ｔ) 。ｔ) 撤去

備考樹種名

フࢠࢡ

「8「

※撤去木処ศ㔞ࡣୗ記࡜ࡢおࡾ算出しࠋࡓ
࣭㔜㔞ࡣ幹材積㔞V*木材比㔜0.8࡜しࠋࡓ
࣭根株を含ࡴ伐採木㔞ࡢ比1ࡣ.」＝地ୖ部1࡟対し根系部0.」࡜しࠋࡓ
࣭幹材積算出ࠊࡣ林㔝庁森林管理研究領域資源解析研究室ࠕ幹材積計算プロࣛࢢムࠖを使用しࠋࡓ
࣭伐採࣭抜根規᱁ࠕࡣ造園修景積算ࡢ手引ࡁ。一般財団法人建設物価調査会発行,H」1)ࠖ506P参照
࣭ప木撤去規᱁1ࡣm「当0.004ࡾm」࡜し࡚計ୖ。ᖹ均規᱁H=1.0,C=0.14ࠊ本/m「当࡜ࡾし࡚材積㔞算出)
ࠋい࡞ࡲ含ࡣ࡟本表ࡵࡓࡢ別途特Ṧ伐採ࡣウ撤去࢜マࢡ࣭ࣔ

撤去木一覧。処ศ㔞ࠊ支柱ྲྀ外数㔞含ࡴ)
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公園エントࣛンス等ࡢ美化事業

図面番号

那覇市役所ࠉ都市みࡽい部ࠉ公園管理課

事 業 名

業 務 名

工事場所

縮ࠉ尺

花いっぱい運動推進事業

並木詳細図図面名ࢠࢡࣇ

旭ヶ丘公園

4葉中3ࡢ葉

並木詳細図ࢠࢡࣇ
S=図示

図示

令和７ᖺ度亜熱帯樹木魅力向上業務委託

構造物撤去 L=17.7m

L=
1.1

m

構
造

物
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去
L =

1 .
0
m

H200*）150

H
20

0
* ）

1
5 0

透水性石粉舗装。白)
A=12.32m2

改良土。ボࣛンテ࢔࢕管理花壇)
A=6.00m2

A
A

B
B

吸い出し防止剤ࠉL=14.49m
H=0.45mࠉt=10㎜

t=40㎜

構
造

物
撤
去

階段1 ࢔式
階段1 ࢖式

階段ウ 1式

L=13.58m
L=10.67m

L=17.55m
盛土

L=13.90m 盛土
L=10.93m 盛土

L=18.52m

ᖹ均t=0.15m

A
A

B
B

吸い出し防止剤 L=11.54m
H=0.45mm t=10㎜

吸い出し防止剤 L=18.34m
H=0.45m t=10㎜

石灰石設置
石灰石設置

石灰石設置

30
0×

30
0
×

6
00

ࠉ
L=

1.
4
5m

発生材。琉球石灰岩࣭白)ࠉ600×300×300ࠉL=19.03m

発生材。琉球石灰岩࣭白)300×300×600 L=13.37m

発
生

材
。
琉

球
石

灰
岩

࣭
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)

発
生

材
。
琉

球
石

灰
岩

࣭
白

)
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0×
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0×
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ࠉ0
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1
.3

1
m

撤去ᖹ面図
S=1/100

計画ᖹ面図
S=1/100既存園名板

現場発生物品撤去一式

※主に近隣住民ボࣛンテ࢔࢕活動にࡼる植栽ࠊ園芸用品ࠊ
床ス࣮ࣞト材等残置物撤去ࠊ金物類ࠉ

撤去断面図

歩道公園敷地

歩道公園敷地

掘取

計画断面図

S=1/20

S=1/20

吸出し防止材

盛土

既存ࢠࢡࣇ

0.04m2

H=0.5t=10

歩道公園

歩道公園敷地

ボࣛンテ࢔࢕管理用

※吸出し防止材ࡣ地上部に出る部分をカットすることࠋ

。改良土)

現場発生物品撤去

花壇スペ࣮ス

再生ࣛࢡッシャ࣮ࣛン。R（-40)

歩道公園敷地

コン࣮ࣜࢡトࣟࣈッࢡ
150×200
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公園エントࣛンス等ࡢ美化஦業
並木擬木階段詳細図ࢠࢡࣇ

S=1/10
 外観：ࢡヌࢠ肌模様
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